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14　　1.　虐待の防止

172　　7.　罰則の強化
動物愛護管理のあり方検討小委員会で「虐待の防止」をあげるなら、まず、行政の「猫殺し」を取り上げなければならない。

「動物の愛護及び管理に関する法律」では基本原則として以下が定められている。
第2条 動物が命あるものであることにかんがみ、何人も、動物をみだりに殺し、傷つけ、又は苦しめることのないようにするのみでなく、人と動物の共生に配慮しつつ、その習性を考慮して適正に取り扱うようにしなければならない。 
意見　行政は猫を殺したり虐待をしてはならない。
理由　　「動物の愛護及び管理に関する法律」では「愛護動物をみだりに殺し、又は傷つけた者は、一年以下の懲役又は百万円以下の罰金に処する」とある。

1 行政による猫殺しに対して明文化された条文はない。それにもかかわらず行政は殺処分を行っている。動物愛護管理のあり方検討小委員会ではこれについてなんら討議をしてない。

行政が動物愛護をいうなら、行政は猫殺しをしてはならない。

②　　行政による猫虐待。　『ノラ猫が住んでいる環境は劣悪』

　　　　動物愛護法には「愛護動物に対し、みだりに給餌又は給水をやめることにより衰弱させる等の虐待を行った者は五十万円以下の罰金に処する」とある。

ノラ猫は給餌、給水が確保できない環境で生存している。ノラの子猫が動物病院で成猫と診断されることが多々ある、餌を食べられないでいるノラ猫の姿である。ノラ猫といえども愛護動物であるなら、のら猫を厳しい環境で生存させることは常時、継続的に行う虐待行為である。
生存し得ない環境に猫を放置することは法律違反である。国や市町村は法律違反をしてはならない。
54　多頭飼育の適正化
意見　　動物愛護に関わっている人はほとんど全てが多頭飼育であり、多頭飼育に追いこめられている。この人たちが、何故、多頭飼育に追いこめられるのか、動物愛護管理のあり方検討小委員会でこの実態を把握していない。

動物愛護に関わっている人たちは窮地に立っている。この人たちが崩壊すれば動物愛護行政は崩壊する。行政は動物愛護に関わっている人を支えなければならない。
理由　猫を保護する市民が窮地に立っている。
　
「１」経済的圧迫
　行政による猫殺し、猫虐待が行われている一方、猫を保護する市民はノラ猫を保護し避妊手術をして猫の環境を支えている。避妊手術をした後、ノラ猫から家猫にさせようとして里親探しをし、また成猫を元の地域に放ち、そこで生活できるように給餌、給水をしている。

　それに要する費用の概算はこれだけかかる。（ノラ猫に理解がある獣医師さんの場合）

　　　　　　　①　ノラ猫１頭当たり保護費用

　　　　　　　　　　　　　　　避妊手術　　　　オス　１万５千円～２万円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メス　２万５千円～３万５千円

　　　　　　　　　動物病院への般出入費用　　　　１千円／１回

　　　　　　　　　　　　　　　　合　計　　　　　　2万円～3万円
②　里子費用

　　　　　　　　　　　　　　　ワクチン　　　　　４千５百円

　　　　　　　　　　　　　　　　ウイルス検査　　　５千円

　　　　　　　　　　　　　　　　ノミ鳥虫下し　　　1千５百円

　　　　　　　　　　　　　　　　検便　　　　　　　　　８百円

　　　　　　　　　　　　　　　　その他保護費用　　５千円

　　　　　　　　　　　　　　　　合計　　　　　　　約１万７千円
この活動費用はフリーマッケトによる売り上げや、カンパ等であるが、原則は猫を保護する市民の自己負担である。活動すればするほど費用負担は市民に重くのしかかってくる。

「２」多頭飼育の問題　捕獲したときに体の弱った猫がいる。体の弱った猫はボランティアが家に留どめて医療介護をする。費用は一概には言えないが、多額になることが多い。途中で放り出すことはできない。

医療介護をした猫は大部分が不具合を抱えていて、もとの地域には戻せない。また、里親探しができないで、成猫になると、その猫たちは保護者の家に居続けることになる。このようにして、猫を保護するボランティアは多頭飼育になっていく。活動が大きければ大きいほど、経歴が長ければ長いほど、多頭飼育の数は大きくなる。これがボランティアに重くのしかかってくる。

「３」家庭環境の破壊　多頭飼育は家庭環境を破壊する。保護する猫が増加して行き、気が付くと、家のふすまは破れ、内装は破壊されている。猫の面倒に時間を取られて家庭生活は破綻をきたすことになる。そんな家にノラ猫が更に助けを求めてやってくる。行政がノラ猫を放置し、このために多頭飼育

の家庭が増加する。精神的負担が重く重なる。

「４」猫を保護する市民の高年齢化　猫を保護する市民は自分の体が続く限りこの活動を続けようとする。

１年、１年が過ぎ、ボランティアも年をとっていく。例えば、現在、８５歳の老夫婦がこれに取組み続けている。猫を保護する市民は、突然、居無くなるのではないか？

愛護動物行政は猫を保護する市民が居なければ成り立ち得ない。猫を保護する市民抜きでは愛護動物行政は成り立たない。

動物愛護管理のあり方検討小委員会では、猫を保護する市民の苦境を理解しない、猫を保護する市民を支える対策を立てようとしない。

猫を保護する市民が窮地に立っているのに、愛護団体は「業」であるのかないのかの論議をしている。

意見

「行政の猫殺処分・猫虐待」と「猫を保護する市民の窮状」は表裏一体である。

最も大事なことは、愛護動物のために人のために、動物愛護法に則り、捨て猫保護政策を打ち出すべきである。

このことにより、猫を保護する市民は苦境から開放される。

